
ミ
ツ
バ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ

（
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
科
）

イ
ワ
シ
デ
林
の
林
下
に
生
え
る
多
年
草
で
茎

の
高
さ
は
三
〇
〜
六
〇
�
、
多
く
は
斜
上
し

て
い
る
。
好
石
灰
地
植
物
で
生
育
は
石
灰
岩
地
に
限
ら
れ
て
い
る
。
葉
は

名
前
か
ら
す
る
と
三
輪
生
と
思
わ
れ
る
が
、
実
は
ほ
と
ん
ど
が
対
生
で
、

時
に
三
輪
や
四
輪
が
あ
る
。
花
は
九
〜
十
月
に
咲
き
淡
い
緑
白
色
（
絶
滅

危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
・
福
岡
県
）。

ヒ
モ
ヅ
ル

（
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
）

勝
山
町
に
隣
接
す
る
行
橋
市
御
所
ヶ
谷
に
自

生
す
る
珍
し
い
常
緑
の
シ
ダ
植
物
。
福
岡
県

で
唯
一
、
日
本
の
最
大
の
群
生
地
で
約
五
㌃
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い

る
。
茎
の
主
軸
は
つ
る
状
に
長
く
伸
び
、
は
じ
め
地
面
を
這
い
、
の
ち
に

立
ち
上
が
っ
て
コ
ナ
ラ
を
中
心
と
す
る
樹
木
に
よ
じ
の
ぼ
り
、
高
さ
は
七

㍍
に
達
す
る
も
の
が
あ
る
。
小
枝
は
分
枝
し
て
垂
れ
下
が
る
。
胞
子
の
う

穂
は
細
長
い
円
柱
状
で
径
約
三
	
、
長
さ
一
・
八
〜
四
�
、
小
枝
の
先
に

一
〜
三
個
上
向
き
に
つ
き
黄
緑
色
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
・
福
岡
県
）。

七

勝
山
町
の
大
木

町
内
の
か
つ
て
の
自
然
林
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て

伐
採
さ
れ
た
た
め
に
山
地
に
は
大
木
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
平
野
部
に

散
在
す
る
古
墳
や
神
社
の
森
に
多
少
残
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
全
国
的

な
傾
向
で
あ
る
が
、
本
町
で
も
昔
か
ら
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
鎮
守
の
森

の
一
部
又
は
全
部
が
近
年
伐
採
さ
れ
て
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
に
置
き

か
え
ら
れ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
か
な
り
の
数
の
大
木

が
伐
採
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
大
木
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
個
所
は
箕
田
の
扇
八
幡
古
墳
や

御
手
水
の
大
祖
神
社
な
ど
で
、
前
者
で
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
や
イ
チ
イ
ガ
シ
、

後
者
で
は
ク
ス
ノ
キ
や
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ふ
つ
う
、
幹
の
地
上
一
三
〇
�
の
所
の
周
囲
が
三
㍍
以
上
の
も
の
を
巨

木
と
呼
び
、
五
㍍
以
上
の
も
の
は
特
に
巨
樹
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
町
内

の
巨
木
は
表
１
―
６
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
町
内
を
隈
な
く
調
査

し
た
と
は
言
い
難
く
、
他
に
何
本
か
の
巨
木
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

幹
の
周
囲
が
五
㍍
を
超
す
巨
樹
は
上
矢
山
の
ム
ク
ノ
キ
と
宮
原
の
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
だ
け
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
巨
木
に
該
当
す
る
樹
木
は
六
種
、
一
〇
本

が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
大
き
く
な
い
が
珍
し
い
樹
木
と
し
て
上

矢
山
の
ケ
ン
ポ
ナ
シ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真１―３４ ミツバベンケイソウ

写真１―３５ ヒモヅル
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千
女
房
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

宮
原
の
障
子
ヶ
岳
登
山
口
よ
り
三
〇
〇
㍍
障

子
ヶ
岳
側
に
入
っ
た
所
に
あ
る
。
桜
の
巨
樹

で
胸
高
周
囲
は
五
〇
七
�
、
幹
は
高
さ
約
一
五
〇
�
の
所
か
ら
三
本
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
基
部
で
八
五
・
八
五
・
六
〇
�
。
根
ま
わ
り
は
や
や
小

さ
く
四
七
三
�
。
樹
高
は
約
一
九
㍍
で
枝
は
円
く
傘
形
に
広
が
っ
て
東
西

に
二
四
㍍
、
南
北
に
二
六
㍍
。
こ
れ
ま
で
県
下
で
最
大
と
さ
れ
て
き
た
添

田
町
の
吉
木
の
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
を
凌
ぐ
大
き
さ

で
、
樹
勢
の
強
さ
や
全

体
の
姿
な
ど
で
は
は
る

か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

花
期
は
三
月
下
旬
か
ら

四
月
上
旬
。
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
で
あ
る
か
ら
花
期
に

は
う
す
茶
色
の
葉
も
展

開
し
は
じ
め
て
い
る

が
、
花
の
数
が
非
常
に

多
く
全
体
と
し
て
白
く

見
え
る
。
本
町
の
銘
木

の
筆
頭
で
大
切
に
保
護

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。

写真１―３６ ヤマザクラ（千女房の山桜）

表１―６ 勝山町の巨木・銘木

備 考

通称千女房の山桜
根まわり４７３cm、町指定天然記念物

根まわり７５５cm
根元はかなり朽ちている

３本株立ち、ツブラジイ
高さ６０cmで測定

１本立では最大、一部空洞、スダジイ

ツブラジイ

スギ造林内

メス木

中山キク子宅

所在地

宮原

上矢山
観音堂

〃

御手水
大祖神社

箕田
扇八幡古墳

御手水
大祖神社

上河内

大久保
大原八幡神社

箕田
扇八幡古墳

御手水
宝積寺

御手水
大祖神社

大久保
大原八幡神社

上矢山

樹高（m）

１９

３０

２０

１７

２５

１８

２０

３０

３３

４５

３５

２５

２３

胸高囲（cm）

５０７

５０３

４１２

４７８

４４０

４３２

４１６

４０５

３２４

４０１

３８５

３１０

２１８

種 類

ヤマザクラ

ムクノキ

シイノキ

タブノキ

イチイガシ

イチョウ

クスノキ

ケンポナシ
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観
音
堂
の
ム
ク
ノ
キ

上
矢
山
の
集
落
の
中
の
坂
道
を
上
っ
て
行
く
と

観
音
堂
が
あ
る
。
ム
ク
ノ
キ
は
お
堂
の
右
上
方

約
一
〇
㍍
の
所
に
あ
る
が
周
囲
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
林
に
な
っ
て
い
る
の

で
見
に
く
い
。
木
の
胸
高
周
囲
は
五
・
〇
三
㍍
で
あ
る
が
、
根
元
は
広

が
っ
て
い
て
根
ま
わ
り
は
七
・
五
五
㍍
あ
る
。
し
か
し
、
朽
ち
た
部
分
が

多
い
。
写
真
は
斜
面
上
方
ウ
メ
、
カ
キ
、
ク
リ
な
ど
の
果
樹
園
か
ら
三
月

に
写
し
た
も
の
で
ま
だ
葉
が
出
て
い
な
い
。

扇
八
幡
古
墳
の

ス
ダ
ジ
イ

扇
八
幡
古
墳
は
全
体
が

樹
木
に
覆
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
高
木
と

亜
高
木
が
残
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
低
木
は
み
な

伐
採
さ
れ
て
い
る
。
高

木
の
主
な
種
類
は
ス
ダ

ジ
イ
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
、

タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ

ケ
イ
、
シ
ラ
カ
シ
、
イ

チ
イ
ガ
シ
、
ナ
ナ
メ
ノ

キ
、
ヤ
マ
ハ
ゼ
、
エ
ノ

キ
な
ど
で
あ
る
。
ス
ダ

ジ
イ
の
巨
木
は
墳
丘
の
南
端
に
あ
っ
て
胸
高
周
囲
四
・
四
㍍
、
樹
勢
は
比

較
的
よ
い
も
の
の
高
い
所
ま
で
腐
朽
が
進
ん
で
い
る
。
町
内
に
は
ほ
か
に

御
手
水
の
大
祖
神
社
の
境
内
に
シ
イ
ノ
キ
の
巨
木
が
数
本
あ
る
が
こ
れ
ら

も
朽
ち
て
中
空
に
な
っ
て
い
る
。

上
河
内
の
タ
ブ
ノ
キ

上
河
内
か
ら
奥
山
川
沿
い
に
登
り
、
更
に
右
手

に
三
五
〇
㍍
あ
ま
り
入
っ
た
標
高
二
七
〇
㍍
の

ス
ギ
山
の
中
に
あ
る
。
ス
ギ
植
林
の
際
あ
ま
り
大
き
い
の
で
切
ら
ず
に
残

さ
れ
た
も
の
で
、
胸
高
周
囲
四
・
一
六
㍍
、
高
さ
一
・
五
㍍
あ
た
り
で
水

平
に
大
き
く
枝
分
か
れ

し
て
い
て
枝
張
約
四
〇

㍍
の
堂
々
た
る
も
の
で

あ
る
。
平
成
三
年
の
台

風
で
大
枝
の
一
本
が
落

ち
る
ま
で
は
も
っ
と
大

き
か
っ
た
。

大
原
八
幡
神
社
の

イ
チ
イ
ガ
シ

神
社
の
木
は
ほ
と
ん

ど
が
伐
採
さ
れ
て
ス
ギ

や
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
林

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
わ
ず
か
に
神
殿

写真１―３７ 観音堂のムクノ
キ

写真１―３８ 扇八幡古墳のシ
イノキ

写真１―３９ 上河内のタブノ
キ

写真１―４０ 大原八幡神社の
イチイガシ
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の
周
囲
に
ク
ス
ノ
キ
周
囲
三
・
一
㍍
、
カ
ゴ
ノ
キ
一
・
三
九
㍍
、
ナ
ナ
メ

ノ
キ
一
・
五
八
㍍
、
イ
チ
イ
ガ
シ
二
・
七
一
㍍
、
二
・
五
八
㍍
、
二
・
一

九
㍍
な
ど
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
イ
チ
イ
ガ
シ
は
拝

殿
の
前
の
広
場
の
左
手
に
あ
る
も
の
で
胸
高
周
囲
四
・
〇
五
㍍
、
高
さ
約

三
〇
㍍
、
真
っ
直
ぐ
伸
び
て
い
る
。
な
お
、
神
社
に
あ
る
イ
チ
イ
ガ
シ
の

大
木
は
ど
れ
も
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宝
積
寺
の
大
イ
チ
ョ
ウ

菩
提
に
あ
る
宝
積
寺
の
前
庭
の
北
の
端
に

あ
っ
て
胸
高
周
囲
四
・
〇
一
㍍
、
高
さ
約
四

五
㍍
の
大
木
で
あ
る
が

平
成
三
年
の
台
風
に
よ

り
上
部
の
主
要
な
枝
を

失
く
し
て
し
ま
っ
た
。

雌
木
で
秋
に
は
た
く
さ

ん
の
実
を
落
と
す
。
宝

積
寺
の
参
道
は
以
前
は

写
真
の
石
門
か
ら
左
に

進
み
石
段
を
上
っ
た
。

現
在
、
石
段
は
使
用
さ

れ
ず
、
そ
こ
は
珍
し
い

コ
ン
テ
リ
ク
ラ
マ
ゴ
ケ

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
石
段
の
右
上
に
は

直
径
約
五
〇
�
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
が
大
き
く
枝
を
広
げ
て
お
り
、
鐘
楼
の

近
く
に
は
直
径
二
八
�
の
ア
ス
ナ
ロ
の
木
も
あ
る
。

大
祖
神
社
の
ク
ス
ノ
キ

急
な
石
段
を
登
っ
て
い
く
と
広
い
境
内
を
も

つ
大
祖
神
社
が
あ
る
。
ク
ス
ノ
キ
は
石
段
に

近
い
斜
面
に
あ
っ
て
周
囲
三
・
八
五
㍍
、
高
さ
三
五
㍍
。
し
か
し
、
県
内

の
神
社
に
あ
る
ク
ス
ノ
キ
と
し
て
は
ま
だ
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。
神
社
林

は
こ
こ
で
も
伐
採
さ
れ
て
ヒ
ノ
キ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、
社
殿
の
右
側

の
一
角
で
は
シ
イ
ノ
キ
、
ア
ラ
カ
シ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
な
ど
の
大
径
木
を
残

し
た
部
分
が
あ
る
。

上
矢
山
の
ケ
ン
ポ
ナ
シ

昔
は
方
々
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

今
で
は
希
少
な
植
物
で
あ
る
。
所
に
よ
っ
て

は
テ
ン
ポ
コ
ナ
シ
な
ど
と
も
よ
ば
れ
る
。
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
科
の
高
木
で

社
寺
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
上
矢
山
の
畑
地
の
隅
に
あ
る

が
、
写
真
は
三
月
に
写
し
た
も
の
で
ま
だ
葉
が
伸
び
て
い
な
い
。
木
に
は

キ
ヅ
タ
が
巻
き
つ
い
て
い
た
。
秋
に
花
序
の
枝
が
肥
厚
し
て
肉
質
に
な

り
、
か
む
と
独
特
な
風

味
と
甘
味
が
あ
り
食
べ

ら
れ
る
。
子
供
の
こ
ろ

に
口
に
し
た
こ
と
の
あ

る
人
も
多
い
と
思
わ
れ

る
。

写真１―４１ 宝積寺の大イ
チョウ

写真１―４２ 大祖神社のクス
ノキ

写真１―４３ 上矢山のケンポ
ナシ
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